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卵巣腫瘍に お ける GLU 円 お よび HIF −1α 発現動態の

病理学的解析
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予後 の 関係
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【目的】Glucose　transpotor−1（GLUT −1）は、　GLUT 　fami】y
に 属する膜貫 通 型 タ ン パ クで グル コ ース の効率輸送 に

関与 し、腫瘍 の 悪性 化 に 伴 い 高頻度に 発 現す る ことが

知られ て い る。また GLUT −1の 発現は転写因子 で ある低

酸素誘導性 因子 （Hypoxia　inducible　factor：HIF）に誘

導されることが知られ て い る。田 F−1α は酸素濃度恒常性

の維持 の み ならず、腫瘍の 増殖進行にも重要な役割を

果たして い ることが明らか とな りつ っ ある。 今回我 々 は卵

巣腫瘍に おける GLUT −1　tsよび HIF−1α 発現の 意義を悪

性度、組織型との 関連に お い て免疫組織化学的検討お

よび Immuno−blotting法を用 い て 角4析し、考察 を加 え

た。

【材料 】外科的に切 除された卵巣腫瘍 120 症例 ：漿液性

（悪性 工7例、境界悪性 10例 、良性 7例）、粘液性 （悪性

15 例 、 境界悪性 17例 、 良性 12例）、類 内膜癌 6 例 、 明

細胞癌 18例 の パ ラフ ィン 切片 および新鮮凍結組織片を

用い た 、

【方法】  抗 GLUT −1抗体（DAKO 社 1：50）、抗 HIF −1α

（Santa　cruz 社 1：50）をそれぞれ 用 い て 免疫組 織化学一

間接法を施行 した 。   代 表症例 に つ い て 上記 で 使用 し

た抗体を用 い て Immuno −blottingを行 い 、　GLUT −1 お よ

び HIF −la タン パ クの 発現解析 を行 っ た 。

【目的】原発性肺 腺癌にお ける MUC4 の 発現と、術 後再

発 や予後との 関連性を検討する。

【方 法】国 立 南九 州病院に お い て 1994 年 か ら 2000年ま

で 根治的切除を施行 され た 3cm 以下 の 原発性肺腺癌

185 例 （男性：72例、女性 ：113 例、平均年齢 ：66歳、中間

観察期間：44ヶ 月）に お い て、MUC4 の 発現を免疫組織

学的に検索し、0（0％）、1＋（1−24％）、2＋（25−49％）、3＋（50％以

上）の 4 段階に評価し、無再発期間、生存期間との 関連

を検討 した。

【結果 】MUC4 は、0 ：129 例、1＋：31 例 、2＋：11 例、3＋：14

例 の 発現率 で あっ た。MUC4 高発 現群として 2＋ 以 上 の

25 症例 と、低発 現群として の 1＋ 以 下 の 160 症例間 に お

ける無再発期間、生存期間の 比 較検討に て、MUC4 の

高発現群に お い て無再発期間が有意に 短期間に な り

（p ＝ 0．0276）、生存期間に お い ても MUC4 の 高発現群

が有意に 予後不良を示 した （p ＝0．Ol17）。

【考察】我 々 は これまで 、肝内胆管癌 （腫瘤形成型）や浸

潤性膵管癌に お い て 予後不良因子 で あることを報告し

て きた が 、原発性肺腺癌に お い ても、MUC4 の発現が、

術後再発や予後 に 関係するこ とが判明 した。

【結果・考察】免疫組織化学的に GLUT −1 は 漿液性 、粘

液性の 悪性腫瘍全例で 種 々 の 程度の 陽性所見を認め 、

とくに 漿液性で著明な発現が観察され た 。 境界悪性で

は粘液性に お い て発現が軽度で あるの に対して、漿液

性 で は 半数以 上 に 明らか な陽性 を認めた 。 HIF4 α に お

い て は 明細胞癌の ほ ぼ全例で 強 い 陽性を認め、漿液性 、

粘液性腫瘍でも悪性化に伴 っ て発現が増した。これは

Immuno −blottingによるタン パ クの 発現解析でも確認 さ

れた。 GLUT −1お よび HIF−1α の 発 現は卵巣腫瘍にお い

て 悪性度と強く相関することが観察され、両者の 発現が

腫瘍の 増殖、進行に影響して い ることが示唆された。今

後、mRNA レベ ル で の 詳細な解析を加 えて報告する。
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